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東京女子医科大学看護学会会則

第 1 章　総　　　　則
第 1 条 本会は、東京女子医科大学看護学会（The 

Nursing Research Colloquium of Tokyo 

Women's Medical University）と称す。

第 2 条 本会の事務局を学校法人東京女子医科大

学に置く。

第 2 章　目的及び事業
第３条 本会は会員相互の学術的研鑽と交流を図

り、看護学の発展を目指すことを目的と

する。

第４条 本会は第 3 条の目的を達成するため次の

事業を行う。

⑴学術集会の開催

⑵総会の開催

⑶会誌の発行

⑷その他本会の目的達成に必要な事業

第 3 章　会　　　　員
第 5 条 本会の会員は次の通りとする。

⑴正会員

⑵準会員

⑶賛助会員

第６条 正会員とは、本会の目的に賛同し、看護

研究、看護教育、看護実践に携わる者

で、理事会の承認を得た者をいう。

第７条 準会員とは、本会の目的に賛同する、東

京女子医科大学看護学部学生、東京女子

医科大学看護専門学校生で、理事会の承

認を得た者をいう。

第８条 賛助会員とは本会の目的に賛同する個

人、または団体で、理事会の承認を得た

者をいう。

第９条 本会に入会を希望する者は東京女子医科

大学看護学会入会申込書を本会事務局に

提出するものとする。

第 10 条 本会に入会を認められた者は、所定の年

会費を納入しなければならない。

2　既納の年会費は、いかなる理由があっ

てもこれを返還しない。

第 11 条 会員は、次の理由によりその資格を喪失

する。

⑴退会

⑵会費の滞納（2 年間）

⑶死亡または失踪宣告

⑷除名

2　退会を希望する会員は、理事会へ退会

届を提出しなければならない。

3　本会の名誉を傷つけ、または本会の目

的に反する行為のあった会員は、理事会

の議を経て理事長が除名することができ

る。

第 4 章　役員および学術集会会長
第 12 条 本会に次の役員を置き、その任期は 3 年

とし再任を妨げない。但し、引き続き 6

年を超えて在任することはできない。

⑴理事長 1 名

⑵副理事長 1 名

⑶理事 6 名 

（理事長・副理事長を含む）

⑷監事 2 名

⑸評議員 17 名

第 13 条 役員の選出は次の通りとする。

⑴理事長は理事の互選により選出し、評

議員会の議を経て総会の承認を得る。

⑵副理事長は理事の中から理事長が指名

し、評議員会の議を経て総会の承認を

得る。

⑶理事 ･ 評議員は 3 年ごとに改選する。

⑷理事および監事は評議員の中から選挙

で選出し総会の承認を得る。

⑸評議員は正会員の中から選挙により選

出する。選出の方法は別に定める。

⑹評議員に欠員が生じた時は、評議員選

挙における次点者が、残任期間その任
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に当たるものとする。

第 14 条 役員は次の職務を行う。

⑴理事長は本会を代表し会務を統括す

る。

⑵副理事長は、理事長を補佐し、理事長

に事故あるときはこれを代行する。

⑶理事は、理事会を組織し、会務を執行

する。

⑷監事は、本会の事業および会計を監査

する。

⑸評議員は評議員会を組織し、この会則

に定める事項のほかに理事長の諮問に

応じ、本会の運営に関する重要事項を

審議する。

第 15 条 本会に学術集会会長を置く。

第 16 条 学術集会会長は、評議員会で正会員の中

から選出し、総会の承認を得る。

第 17 条 学術集会会長の任期は 1 年とし、原則と

して再任は認めない。

第 18 条 学術集会会長は学術集会を主催する。

第 5 章　会　　　　議
第 19 条 本会に次の会議を置く。

⑴理事会

⑵評議員会

⑶総会

第 20 条 理事会は、理事長が招集しその議長とな

る。

2　理事会は毎年 3 回以上開催する。但し、

理事の 3 分の 1 以上から請求があった

ときは、理事長は、臨時に理事会を開催

しなければならない。

3　理事会は、理事の過半数の出席をもっ

て成立とする。

第 21 条 評議員会は理事長が招集し、その議長と

なる。

2　評議員会は、毎年 1 回開催する。但し、

評議員の 3 分の 1 以上から請求があっ

たとき及び理事会が必要と認めたとき、

理事長は臨時に評議員会を開催しなけれ

ばならない。

3　評議員会は、評議員の過半数の出席を

もって成立とする。

第 22 条 総会は理事長が招集し、学術集会会長が

議長となる。

2　総会は、毎年 1 回開催する。但し、正

会員の 5 分の 1 以上から請求があった

とき及び理事会が必要と認めたとき、理

事長は臨時に総会を開催しなければなら

ない。

3　総会は、正会員の 5 分の 1 以上の出席

または委任状をもって成立とする。

第 23 条 総会は、この会則に定める事項のほか次

の事項を議決する。

⑴事業計画および収支予算

⑵事業報告および収支決算

⑶その他理事会が必要と認めた事項

第 24 条 総会における議事は、出席正会員の過半

数をもって決し、可否同数のときは議長

の決するところによる。

第 6 章　学  術  集  会
第 25 条 学術集会は毎年 1 回開催する。

第 26 条 学術集会会長は学術集会の企画運営につ

いて審議するため、学術集会企画委員会

を委嘱し、委員会を組織する。

第 7 章　会 　 誌 　 等
第 27 条 本会は、年 1 回以上会誌を発行する。

第８章　会　　　　計
第 28 条 本会の費用は、会費その他の収入をもっ

てこれに当てる。

2　本会の予算は、評議員会および総会の

承認を受け、会誌に掲載しなければなら

ない。

3　本会の決算は、評議員会および総会の

承認を受け、会誌に掲載しなければなら

ない。

第 29 条 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始
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まり、翌年 3 月 31 日で終わる。

第 30 条 学術集会の会計は独立会計とする。

第９章　会 則 の 変 更
第 31 条 本会の会則を変更する場合は、理事会及

び評議員会の議を経て総会の承認を必要

とする。

2　前項の承認は、第 24 条に関わらず出席

者の 3 分の 2 以上の賛成を必要とする。

　　　

第 10 章　雑　　　則
第 32 条 この会則に定めるもののほか、本会の運

営に必要な事項は、別に定める。

附則
この会則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。

この会則の改正は、平成 19 年 10 月 6 日から施

行する。

（第 13 条（3）改正）
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東京女子医科大学看護学会細則

第 1 条 この細則は、東京女子医科大学看護学会会則第 32 条に基づき、東京女子医科大学看護学会の運営 
に必要な事項を定める。

第２条 本会の入会金は 3000 円とする。
2  本会の正会員の年会費は 5000 円とする。
3  本会の準会員の年会費は 2000 円とする。但し、準会員の入会金は徴収しない。。
4  本会の賛助会員の年会費は 1 口 20000 円とし、2 口以上とする。

第３条 学術集会企画委員は次の事項を審議する。
⑴学術集会の形式

⑵演題の選定および座長の選出

⑶その他学術集会の運営に関すること

2  学術集会企画委員は、次の委員をもって組織する。
⑴学術集会会長

⑵理事 1 名

⑶評議員 2 名

⑷その他学術集会会長が必要と認めた正会員

3  学術集会の研究発表は原則会員に限る。
4  委員長は、学術集会会長とする。

第４条 本学会に編集委員会を置く。
2  編集委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3  編集委員長は理事会から選出された理事をもってあてる。
4  編集委員会は、年 1 回以上会誌の編集および発行を行う。

第 5 条 本学会に広報委員会を置く。
2  広報委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3  広報委員長は理事会で選出された理事をもってあてる。
4  広報委員は本学会に関する情報を発信するとともに、会員同士のコミュニケーションを促進する

ため以下の活動を行う。
⑴ニュースレターの発行

⑵ホームページの作成、管理等

第 6 条 本学会に総務委員会を置く。
2  総務委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3  総務委員長は理事会から選出された理事をもってあてる。　
4  総務委員は本会の会員管理および事務局運営を円滑に行うために、以下の活動を行う。

⑴会員の名簿管理

⑵予算管理

⑶事務局の運営、業務遂行に関すること

第 7 条 理事会は必要に応じ委員会を設けることができる。
2  委員長は理事会で選出された理事をもってあてる。

附則
この細則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。

この細則の改正は、平成 30 年 9 月 21 日から施行する。（第 2 条 3 改正）
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資料 1

東京女子医科大学看護学会理事会報告
(2018 年度総会以降の理事会も含む )

○ 2018 年度

第 4 回　理事会

　2018 年 12 月 26 日（金）10：30 ～ 12：05

　議題

１）第 15 回学術集会進捗状況報告

２）第 14 回学術集会報告

３）2018 年度各委員会活動経過報告

４）ホームページ新規構築

５）新規入会・退会希望者

６）選挙管理委員会委員

第 5 回　理事会

　2019 年 3 月 22 日（金）10：00 ～ 11：15

　議題　　

１）第 15 回学術集会進捗状況報告

２）選挙管理委員会（選挙スケジュール等）

３）2018 年度活動報告

４）2018 年度活動経過報告

５）2019 年度補正予算案

６）新規入会・退会希望者

７）2019 年度理事会スケジュール

　　

○ 2019 年度

第 1 回　理事会

　2019 年 4 月 25 日（金）　17：05 ～ 18：40

　議題

１）第 15 回学術集会進捗状況報告

２）選挙管理委員会（開票手順の確認等）

３）2019 年度各委員会活動計画

４）2018 年度決算報告について

５）2019 年度各委員会活動計画について

６）研究助成について（研究助成終了者手続き、今年度募集）

７）新規入会・退会希望者

８）第 17 回学術集会大会長の検討

９）2019 年度理事会・評議員会年間スケジュールについて
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第 2 回　理事会　　

　2019 年 7 月 30 日（火）　16：00 ～ 18：00

　議題

１）第 15 回学術集会進行状況報告

２）選挙管理委員会（評議員選挙・役員選挙結果）

３）2019 年度各委員会活動経過報告

４）新規入会・退会希望者

５）2019 年度究助成申請者および審査の検討

６）2019 年度総会プログラム

７）第 17 回学術集会大会長

第 3 回　理事会

　2019 年 9 月 20 日（金）16：30 ～ 17：30

　議題

１）第 15 回学術集会進行状況報告

２）2019 年度各委員会活動経過報告

３）新規入会・退会希望者、年会費未入金者の退会について

４）研究助成者終了報告

５）2020 年度事業計画案

６）2020 年度予算案

７）評議員会議題・総会プログラム

８）第 16 回学術集会会長挨拶
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東京女子医科大学看護学会評議員会報告

○ 2019 年度

　2019 年 9 月 20 日（金）18 時 30 分− 19 時 30 分

　議題

１）会員数

２）理事会・評議員会報告

３）役員選挙について

４）各委員会報告

５）2019 年度研究助成者

６）第 15 回学術集会進行状況報告

７）2018 年度決算

８）2020 年度事業計画案

９）2020 年度予算案

10）第 16 回学術集会大会長挨拶

11）第 17 回学術集会大会長について

12）その他

資料 2
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2018 年度東京女子医科大学看護学会　総会　議事録

日時：2019 年 10 月 5 日 ( 土 )　　12:10 ～　12:40

場所：東京女子医科大学弥生記念講堂 A 会議室

出席：　25　名　委任状　131　名

議長：清水洋子　　書記：山内典子

開会：日沼千尋理事長挨拶

・会則 22 条により、清水洋子第 15 回学術集会長が議長となる挨拶があった。

・2019 年 10 月 1 日現在、会員 319 名であること、本総会出席 25 名・委任状 131 名、無効 2 名、

合計 156 名との報告があり、総会の成立が確認された。

議事

【報告事項】

１．理事会報告・評議員会報告（資料 1,2）

・日沼理事長より、2018 年度に開催された第 4・5 回理事会、2019 年度に開催された第 1 回から第

3 回理事会、2019 年度に開催された評議員会について報告があった。

２．各委員会報告（資料 3,4）

・各委員より、2018 年度活動報告および 2019 年度活動経過報告があった。

・編集委員会については資料 3,4 に沿って説明があった。

・広報委員会では、次期に業務を引き継げるように準備し、現在ニューズレター 12 号の発行に向け

て活動中であるとの報告があった。

・総務委員会では、会費管理も以前より厳格化して行っている旨の報告があった。

・日沼理事長より、各委員会の多大な労力のもとに本学会が成り立っていること、会員のモラルに対

する教育の検討、丁寧な教育的な査読を継続する必要がある旨が伝えられた。また、今後とも委員

には協力を願いたい旨のコメントがあった。

３．2019 年度研究助成者（資料 5）

・2018 年度の研究助成終了および 2019 年度新規採択研究助成について説明があった。

【審議事項】

１．2018 年度決算・監査（資料 6）

・三浦理事より、決算報告の上、松村監事より 2018 年度決算に対する監査報告があった。

・質疑はなく、2018 年度決算が承認された。

２．2020 年度事業計画案・各委員会活動計画案（資料 7）

・日沼理事長より、2020 年度事業計画案について説明があった。

・各委員より、2020 年度委員会活動計画案について説明があった。

・質疑はなく、2020 年度事業計画案・2020 年度委員会計画案が承認された。

３．2020 年度予算案（資料 8）
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・三浦理事より、2020 年度予算案について説明があった。

・質疑はなく、2020 年度予算案が承認された。

・日沼理事長より学術集会の開催にあたり、本年度から大学からの補助金が出なくなっている。学術

集会貸与の増額も検討したが、本日の決算も含んで改めて検討していきたいとの意見があった。そ

の中で、委員より、貸与ではなく返金を前提としない形のものにできないか、また、その際、学術

集会準備金という名称がよいのではないかという意見があった。今後、前回理事会でも検討し、必

要かと思われるという意見があった。最終的に日沼理事長から、補正予算の必要性とともに、会費

値上げ、会員確保の検討等、本日挙がったことを含めて次回以降の理事会で検討することとする旨

が伝えられ、了承された。

４．役員選挙結果（資料 9,10,11,12）

・青木選挙管理委員長より、評議員選挙結果・理事・監事選挙結果の報告があった。また新理事・監

事打ち合わせ会において、新理事長小川久喜子氏、新副理事長清水洋子氏に決定したことが報告さ

れた。

・質疑はなく、評議員・役員選挙結果、新理事長・新副理事長が承認された。

　　第 17 回学術集会長について

・日沼理事長より、第 17 回学術集会長について、東京女子医科大学看護専門学校の坂本倫美氏が選

出された旨が報告された。

・質疑はなく、承認された。

【その他】

１．2019 年度研究助成金目録授与

・日沼理事長より、千田　恵理氏（代理　山田　咲樹子氏）、藤井　淳子氏へ目録が授与された。

２．第 16 回学術集会長挨拶

・第 16 回学術集会長として池田真理氏より「多様性をいかす看護」をテーマに 10 月 3 日に開催予

定であるという挨拶があった。
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2018 年度　東京女子医科大学看護学会　各委員会活動報告

編集委員会

１．東京女子医科大学看護学会第 14 回学術集会報告の学会誌への原稿依頼

２．東京女子医科大学看護学会誌（第 14 巻第１号）の発刊（2019 年 3 月）

３．会員への学会誌配送

４．学会誌第 13 巻の東京女子医科大学学術リポジトリへの登録

５．学会誌第 13 巻の医学中央雑誌への登録

６．投稿規程・投稿論文チェックリストの検討

７．専任査読制度の検討

広報委員会

１．新規ホームページ構築の検討

２．ホームページの更新・管理

２．ニュースレター第 10 号の発行

３．入会案内活動

総務委員会活動報告

１. 会員名簿・会費管理

２. 理事会の開催準備と運営

３. 評議員会開催準備と運営

４. 総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

５. 総務委員会記録の管理

６. 2017 年度会計報告書作成

７. 2018 年度予算執行管理

８. 2019 年度予算案作成

９. 研究助成金制度の運営

資料 3：2018 年度活動報告
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2019 年度　各委員会活動経過報告

編集委員会

１．東京女子医科大学看護学会第 15 回学術集会報告の学会誌への原稿依頼（予定）

２．東京女子医科大学看護学会誌（第 15 巻第１号）の編集（2020 年 3 月発刊予定）

３．投稿規程の修正

４．専任査読者制度の検討

広報委員会

１．新規ホームページの更新・管理 

２．ニュースレター第 11 号の発行準備

３．入会案内活動

総務委員会

１. 会員名簿・会費の管理

２. 理事会の開催準備と運営

３. 評議員会開催準備と運営

４. 総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

５. 総務委員会記録の管理

６. 2018 年度会計報告書作成

７. 2019 年度予算執行管理

８. 2020 年度予算案作成

９. 研究助成金制度の運営

10. 役員選挙の準備

資料 4：2019 年度活動報告
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東京女子医科大学看護学会 2018（平成 30）年度決算

資料 6：2018 年度決算
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2020 年度事業計画案

１．	第 16回学術集会開催

２．	学会誌第 16巻の発刊

３．	広報活動の推進

４．	事務処理の円滑化と会員確保

５．	研究助成金制度の運営

2020 年度各委員会活動計画

編集委員会

１．	東京女子医科大学看護学会誌（第 16巻第１号）の発刊

２．	投稿論文増加への取り組み

広報委員会

１．	ホームページの更新・管理

２．	ニュースレター第 12号の発行

３．	入会案内活動

総務委員会

１．	会員名簿・会費管理

２．	理事会の開催準備と運営

３．	評議員会開催準備と運営

４．	総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

５．	総務委員会記録の管理

６．	 2019 年度会計報告書作成

７．	 2020 年度予算執行管理

８．	 2021 年度予算案作成

９．	研究助成金制度の運営

資料 7：2020 年度事業計画（案）
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東京女子医科大学看護学会　2020年度予算（案）

資料 8：2020 年度予算（案）資料8：2020年度予算（案）

　　　　　　　　　　自　2020年　4月　1日
　　　　　　　　　　至　2021年　3月31日

収収入入のの部部 （（単単位位：：円円））

項項目目 22001199年年度度補補正正予予算算額額 22002200年年度度予予算算額額 備備考考

ⅠⅠ会会費費 11,,668800,,000000 11,,666655,,000000

 　1．会員会費 1,640,000 1,625,000 　年会費　5,000円×310名＝1,550,000円
　入会金　3,000円×　25名＝75,000円

 　2．賛助会員会費 40,000 40,000 　2口×20,000円＝40,000円

ⅡⅡ雑雑収収入入 220000,,005500 220000,,005500

 　1．受取利息 50 50 　利子収入

 　2．学会誌販売 0 0

 　3．その他 200,000 200,000 　学術集会貸与より返金

ⅢⅢ前前年年度度繰繰越越金金 66,,004433,,332244 66,,550022,,337700

計計 77,,992233,,337744 88,,336677,,442200

支支出出のの部部

項項目目 22001199年年度度補補正正予予算算額額 22002200年年度度予予算算額額 備備考考

ⅠⅠ総総会会費費 335500,,000000 335500,,000000

　1．学術集会貸与 200,000 200,000

　2．学術集会理事会共催企画 50,000 50,000 　学術集会理事会共催企画として

　3．諸経費 100,000 100,000 　郵送費等

ⅡⅡ会会議議費費 222288,,006600 9900,,000000
　理事会5回、評議委員会1回、交通費　等
※ 2019年度は現理事長の転居に伴い、函館-東京間の交通費
を計上したが、2020年度は新理事長が就任するため減額

ⅢⅢ編編集集委委員員会会活活動動費費 554400,,000000 554400,,000000

　1．郵送費 15,000 15,000

　2．印刷費 450,000 450,000 　学会誌印刷部数400部

　3．事務費 10,000 10,000

　4．会誌郵送費 60,000 60,000 　郵送作業委託費（協和印刷）
　メール便会員90円×400人、他再送分メール便　等

　5．会議費 5,000 5,000

ⅣⅣ広広報報委委員員会会活活動動費費 668866,,000000 228866,,000000

　1．郵送費 6,000 6,000

　2．印刷費 120,000 120,000 　ニュースレター代　70円×2面×400部、発送費込み

　3．入会支援活動費 80,000 80,000 　入会案内作成費、理事会共催企画広報費　等

　4．学会ホームページ管理費 60,000 60,000 　サーバ/ドメイン契約更新31,375円、
  更新サポート（予備費）8,800円×3回＝26,400円  等

　5．事務費 15,000 15,000 　振込手数料　等

　6．会議費 5,000 5,000

　7．学会ホームページ制作費 400,000 0
 ※Webサイト制作のため、2019年度のみ項目立てした
　Webサイト制作費用（335,880円）
　サーバ新規契約・ドメインサーバ設定（55,264円）　等

ⅤⅤ総総務務委委員員会会活活動動費費 440000,,000000 440000,,000000

　1．郵送費 45,000 45,000 　年会費請求郵送費　等

　2．封筒作成費 40,000 40,000 　年会費請求用封筒作成 等

　3．印刷費 200,000 200,000 　年会費請求書、払込票印刷、入会案内印刷　等

　4．事務費 100,000 100,000

　5．会議費 15,000 15,000

ⅥⅥ  研研究究助助成成金金 331155,,000000 331155,,000000

　1．助成金 300,000 300,000

　2．事務費 15,000 15,000 　郵送費、振込手数料　等

ⅦⅦ  役役員員選選挙挙費費 4400,,000000 00 　※2020年度は役員選挙の予定なし（次回は2022年度の予定）

ⅧⅧ  支支出出小小計計 22,,555599,,006600 11,,998811,,000000

ⅨⅨ  予予備備費費 55,,336644,,331144 66,,338866,,442200

計計 77,,992233,,337744 88,,336677,,442200

東東京京女女子子医医科科大大学学看看護護学学会会　　22002200年年度度予予算算（（案案））
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東京女子医科大学看護学会　評議員選挙　結果報告
東京女子医科大学看護学会選挙管理委員会

１．実施内容

１）選挙人数

　選挙権を有する選挙人は 138 名であった。

２）被選挙人数

　被選挙権を有する評議員は 126 名であった。

　得票順に上位 17名を評議員として選出する。

３）選挙日程

　2019 年 5月 14日		選挙人に投票用紙送付

　2019 年 5月 31日		投票締め切り	

　2019 年 6月		4 日		開票

２．開票結果

１）投票数

　投票者数 61（投票率 44.2%）、投票数 1,037 票であった。

　うち、有効投票数 928 票、無効投票数 109票（うち白票 92）であった。

２）当選人（五十音順・敬称略）

青木雅子

江畑典子

小川久貴子

川崎敬子

草柳かほる

見城道子

小泉雅子

小宮山陽子

洒井麻希

清水洋子

諏訪茂樹

野口真由美

原三紀子

水野敏子

山内典子

山口紀子

若林留美

３）立会人

　山口紀子評議員の立会の下に開票作業を行った。

４）当選人の許諾

　評議員当選人 17名より許諾の連絡を受けた。

資料 9：評議員選挙結果報告
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東京女子医科大学看護学会　理事・監事選挙　結果報告
東京女子医科大学看護学会選挙管理委員会

１．実施内容

１）選挙人数

　選挙権を有する評議員は 17名であった。

２）被選挙人数

　被選挙権を有する評議員は 17名であった。

　得票順に上位から理事 6名、監事 2名を選出した。

３）選挙日程

　6月 21日		選挙人に投票用紙送付

　7月		5 日	投票締め切り

　7月 10日		開票

２．開票結果

１）投票数

　投票者数 14人（投票率 82.4%）で、無効投票者 0人であった。

　投票数 112 票、有効投票数 110票、無効投票数 2票（うち白票 1票、誤記無効 1票）であった。

　得票数が同数の場合は、厳正な抽選により当選順位を決定した。

２）当選人（五十音順・敬称略）

　理事			

　　青木雅子　小川久貴子　見城道子　小泉雅子　清水洋子　山内典子

　監事

　　諏訪茂樹　　原三紀子

３）立会人

　山口紀子評議員の立会の下に開票作業を行った。

４）当選人の許諾

　理事当選人 6名、監事当選人 2名より許諾の連絡を受けた。

資料 10：理事・監事選挙結果報告
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東京女子医科大学看護学会新評議員名簿
（五十音順・敬称略）

氏　名 所　属

１ 青　木　雅　子 東京女子医科大学看護学部

２ 江　畑　典　子 東京女子医科大学東医療センター

３ 小　川　久貴子 東京女子医科大学看護学部

４ 川　崎　敬　子 東京女子医科大学病院

５ 草　柳　かほる 東邦大学看護学部

６ 見　城　道　子 東京女子医科大学看護学部

７ 小　泉　雅　子 東京女子医科大学看護学部

８ 小宮山　陽　子 東京女子医科大学看護学部

９ 清　水　洋　子 東京女子医科大学看護学部

10 諏　訪　茂　樹 東京女子医科大学看護学部

11 野　口　真由美 東京女子医科大学附属八千代医療センター

12 原　　　三紀子 東邦大学看護学部

13 水　野　敏　子 関西医科大学看護学部

14 山　内　典　子 東京女子医科大学附属八千代医療センター

15 山　口　紀　子 東京女子医科大学看護学部

16 若　林　留　美 東京女子医科大学病院

17 渡　邉　麻　希 東京女子医科大学病院

2020 年 4 月 1 日 ~2023 年 3 月 31 日

資料 11：新評議員名簿
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東京女子医科大学看護学会新理事名簿
（五十音順・敬称略）

（◎：理事長、○：副理事長）

氏　名 所　属

１ 　青　木　雅　子 東京女子医科大学看護学部

２ ◎小　川　久貴子 東京女子医科大学看護学部

３ 　見　城　道　子 東京女子医科大学看護学部

４ 小　泉　雅　子 東京女子医科大学看護学部

５ ○清　水　洋　子 東京女子医科大学看護学部

６ 山　内　典　子 東京女子医科大学附属八千代医療センター

東京女子医科大学看護学会新監事名簿

氏　名 所　属

１ 諏　訪　茂　樹 東京女子医科大学看護学部

２ 原　　　三紀子 東邦大学看護学部

2020 年 4 月 1 日 ~2023 年 3 月 31 日

2020 年 4 月 1 日 ~2023 年 3 月 31 日

資料 12：新理事・監事名簿
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東京女子医科大学看護学会研究助成規程
東京女子医科大学看護学会研究助成規程 

 
１．目的・名称 
本研究助成は、看護実践の質の向上に貢献する研究を推進し、看護学の発展に寄与す 
ることを目的とする。名称を東京女子医科大学看護学会研究助成とする。 

 
２．助成対象 
助成の対象者は、看護研究、看護教育、看護実践における研究を志向する本学会会員で 
ある個人またはグループとする。研究代表者および共同研究者は、本学会の正会員とし、 
研究助成の当該年度の年会費を支払っていることを条件とする。 

 
３．研究期間 
研究期間は、１年とする。(助成決定後から翌年 7 月末までとする。) 

 
４．申請期間 
申請期間は、総会での告知後（毎年 10 月）〜6 月末までとする。 

 
５．申請方法 
申請書類に必要事項を記入した２部を学会事務局総務委員会宛に郵送する。なお、郵 
送された申請書類は返却しない。申請書の書式については別に定める。申請書は学会ホ 
ームページよりダウンロードし、ワープロまたは手書きで記入する。 

 
６．審査および助成対象の決定 
審査および助成対象の決定は、理事会（7 月）で行う。総会で助成対象について報告する。 

 
７．助成額と使用期間 
助成総額 30 万円とし、上限は１件 10 万円までとする。 助成金の使用期間は 1 年とし、     

研究期間と同様とする。 

 
８．助成金の使途 
助成金の使用は、研究に要する経費：消耗品（図書を含む）、旅費、謝金、その他（印刷、 
郵送、会議費など）とする。なお、余剰金は返還することとする。 

 
９．研究報告と会計報告 
研究終了後は、研究報告書(会計報告を含む)を必ず提出するものとし、提出期限は研究期 
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間終了時とする。研究報告書式（会計報告を含む）については、別に定める。研究報告 
書式（会計報告を含む）は学会ホームページよりダウンロードし、ワープロまたは手書 
きで記入する。記入した研究報告書（会計報告書を含む）は、学会事務局総務委員会ま 
で 2 部郵送とする。 

 
１０．研究成果の発表 
研究成果の発表は、研究助成の終了年度に開催される東京女子医科大学看護学会学術集 
会で発表することとする。 

 
１１．その他 
研究助成にかかわる業務は、総務委員会が担当する。 

 
１２．規程の改正 
本規程を改正する場合は、理事会の議を経るものとする。 

 
附則 

この規程は平成 24 年 7 月 30 日より施行する。 
この規程の改正は平成 26 年 10 月 1 日より施行とする。 
この規程の改正は平成 28 年 10 月 1 日より施行とする。 
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間終了時とする。研究報告書式（会計報告を含む）については、別に定める。研究報告 
書式（会計報告を含む）は学会ホームページよりダウンロードし、ワープロまたは手書 
きで記入する。記入した研究報告書（会計報告書を含む）は、学会事務局総務委員会ま 
で 2 部郵送とする。 

 
１０．研究成果の発表 
研究成果の発表は、研究助成の終了年度に開催される東京女子医科大学看護学会学術集 
会で発表することとする。 

 
１１．その他 
研究助成にかかわる業務は、総務委員会が担当する。 

 
１２．規程の改正 
本規程を改正する場合は、理事会の議を経るものとする。 

 
附則 

この規程は平成 24 年 7 月 30 日より施行する。 
この規程の改正は平成 26 年 10 月 1 日より施行とする。 
この規程の改正は平成 28 年 10 月 1 日より施行とする。 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

東京女子医科大学看護学会　個人情報保護方針
2006 年７月３日　（理事会承認）

　東京女子医科大学看護学会（以下 , 本学会と略す）は , 会員の個人情報についてその重要性を認識し , 個人

情報の適切な収集・利用・安全管理に務めます。

個人情報の収集
　個人情報の収集に際しては , 本学会に定めた事業と目的に沿ったサービスの提供などのために必要な範

囲においてのみ , 本人の同意に基づく適切な方法で収集します。

個人情報の利用および提供
　収集した個人情報は , 業務遂行と会員サービスへの反映のために , 次の利用目的の範囲に限り使用します。

1） 入会・会員情報の更新・退会手続き

2） 学術集会・総会・学会催しの案内 , 学会誌・ニュースレターの発送

3） 年会費請求書などの送付

4） 学会が行う調査票やアンケートの発送

5） その他 , 学会が発信する情報の発送

　収集した個人情報は , 次の場合を除き第三者に提供することはありません。

1） 法令に基づく場合

2） 本人の同意がある場合

3） 個人情報の保護・管理に関する契約を結んだ外部要員に預託する場合

個人情報の管理
　本学会が収集した個人情報は , 紛失 , 破壊 , 改ざん , 漏えいなどを防止するため適正に管理します。個人

情報を入力している端末は , 外部からの不正アクセスを防ぐためインターネットに接続していません。

　本学会の保有する個人情報は , 利用目的に応じて正確かつ最新の内容に保つよう努めます。

　業務の一部を外部要員に預託する場合 , 個人情報の保護 , および適正な取り扱いに関する契約を結ぶこ

とにより , 安全管理措置を遵守いたします。

個人情報の開示および訂正等
　本学会が保有する個人情報について , その情報提供の本人から開示および変更・訂正・削除を求められ

た場合は , 適切な本人確認の手続きを経たうえで遅滞なくこれに応じます。

個人情報保護の維持および改善
　本学会は , 法令の変更その他の理由を考慮し , 個人情報の保護 , 管理が適正に行われるよう見直し , 改善

に努めます。 

個人情報の確認 ･ 問い合わせ
東京都新宿区河田町 8 − 1　東京女子医科大学看護学部内

東京女子医科大学看護学会

FAX：03-3341-8832
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東京女子医科大学看護学会理事名簿
（五十音順・敬称略）

（◎：理事長、○：副理事長）

氏　名 所　属

１ ○川　野　良　子 東京女子医科大学

２ 　小　山　達　也 東京女子医科大学看護学部

３ ◎日　沼　千　尋 東京女子医科大学看護学部

４ 三　浦　美奈子 東京女子医科大学看護学部

５ 　宮　子　あずさ 公益財団法人井之頭病院

６ 守　屋　治　代 東京女子医科大学看護学部

東京女子医科大学看護学会監事名簿

氏　名 所　属

１ 松　村　幸　美 東京女子医科大学付属八千代医療センター

２ 吉　田　澄　恵 東京医療保健大学千葉看護学部

2017 年 4 月 1 日 ~2020 年 3 月 31 日

2017 年 4 月 1 日 ~2020 年 3 月 31 日
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東京女子医科大学看護学会評議員名簿
（五十音順・敬称略）

氏　名 所　属

１ 異儀田　はづき 東京女子医科大学看護学部

２ 加　藤　京　里 静岡県立大学看護学部

３ 川　野　良　子 東京女子医科大学

４ 菊　池　昭　江 東京女子医科大学看護学部

５ 見　城　道　子 東京女子医科大学看護学部

６ 小　山　達　也 東京女子医科大学看護学部

７ 佐　藤　紀　子 東京慈恵会医科大学医学部看護学科

８ 櫻　田　章　子 東京女子医科大学看護学部

９ 下　平　唯　子 日本赤十字秋田看護大学

10 寺　町　優　子 東京女子医科大学名誉教授

11 日　沼　千　尋 東京女子医科大学看護学部

12 松　村　幸　美 東京女子医科大学付属八千代医療センター

13 三　浦　美奈子 東京女子医科大学看護学部

14 宮　子　あずさ 公益財団法人井之頭病院

15 守　屋　治　代 東京女子医科大学看護学部

16 山　口　紀　子 東京女子医科大学看護学部

17 吉　田　澄　恵 東京医療保健大学千葉看護学部

2017 年 4 月 1 日 ~2020 年 3 月 31 日



− 92 −

東京女子医科大学看護学会委員会委員

（敬称略 , 委員長以下五十音順）

（◎：委員長）

氏名 所属

編集委員会 ◎守　屋　治　代 東京女子医科大学看護学部

池　田　真　理 東京女子医科大学看護学部

加　藤　京　里 静岡県立大学看護学部

菊　池　昭　江 東京女子医科大学看護学部

　見　城　道　子 東京女子医科大学看護学部

　小　泉　雅　子 東京女子医科大学看護学部

広報委員会 ◎宮　子　あずさ 公益財団法人井之頭病院

　櫻　田　章　子 東京女子医科大学看護学部

総務委員会 ◎日　沼　千　尋 東京女子医科大学看護学部

　川　野　良　子 東京女子医科大学

　小　山　達　也 東京女子医科大学看護学部

三　浦　美奈子 東京女子医科大学看護学部

2017 年 4 月 1 日 ~2020 年 3 月 31 日
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東京女子医科大学看護学会誌　投稿規程

1. 投稿資格 

投稿者は著者および共著者を含め本学会会員

および準会員（賛助会員を除く）に限る。但し、

編集委員会から依頼された原稿はこの限りでは

ない。 

2. 投稿論文の受理・採択 

　1) 受理した原稿は返却しない。 

　2) 投稿論文の採否の決定は編集委員会がこれに

あたる。ただし、専門領域に応じて適切な第

三者に査読を依頼し、その結果を参考とす

る。 

3. 原稿の種類 

1) 原稿の種類は以下の 5 種類とする。 

【総説】ある主題に関連した研究文献等をレ

ビューし、当該主題について総括的に概説

し、見解を述べたもの。 

【論説】ある主題に関連した論述、展望、提言。 

【研究論文】独創的で、新しい知見が論理的に

示された研究成果で、学術的な意義が明らか

であるもの。 

【資料】上記の分類に該当しない調査、実験、

事例、実践の報告、および資料等で、本学会

員の研鑽に資するもの。 

【その他】本会の目的に合致する見解等で、編

集委員会が適当と認めたもの。 

2) 投稿論文は未発表のものに限る。 

4. 倫理的配慮 

人を対象とした論文は、東京女子医科大学倫

理委員会規程ならびに遺伝子解析研究に関する

倫理審査委員会規程に則って行われた研究であ

り、本学倫理委員会の承認を受けたものとす

る。また動物を用いた研究は、本学動物実験倫

理委員会規程を遵守して行われた研究であり、

本学動物実験倫理委員会の承認を受けたものと

する。なお、本学以外で行われた研究の場合は、

これに準ずるものとする。  

5. 投稿手続 

　1) 原稿および投稿論文チェックリストは、電子

メールで送信する。 

　・メールアドレス：edit-nrc.bk@twmu.ac.jp 

　・メールの件名：「投稿者姓（例：山田） 東京

女子医科大学看護学会誌投稿」 

　・提出原稿は、表紙、和文抄録（研究論文のみ）、

英文抄録（研究論文のみ）、本文（文献を含

む）、 表、図に分けてファイルを作成し、

メールに添付する。ファイル名のはじめに投

稿者の姓を記入すること。 

　 2) 投稿時には、学会ホームページより投稿論

文チェックリストをダウンロードのうえ、原

稿を点検する。 

6. 執筆要領 

1) 原稿は A4 判横書きで、1 行文字数を全角 35

字、1 ページの行数を 28 行（約 1000 字）

とする。 

2) 投稿論文は、図表を含め以下の枚数以内とす

る。 

総説  12 枚以内

論説  10 枚以内

研究論文  16 枚以内

資料  12 枚以内

その他  8 枚以内

3) 原稿には表紙をつけ、以下を記す。 

　　表題、英文表題（すべて大文字とする）、

著者名（ローマ字とも）、所属機関名（英文

名とも）、図・ 表および写真等の枚数、キー

ワード（日本語、英語各々 4 語程度）、希望

する原稿の種類、別刷必要部数、著者全員の

会員番号、連絡先住所、電話番号および FAX 

番号、E-mail アドレス。 

4) 図・表および写真は、それぞれ通し番号を付

け、本文とは別に一括し、本文原稿右欄外に、

挿入位置を朱書きする。 
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5) 原稿はなるべく当用漢字、新かなづかいと

し、外国語はカタカナで、外国人名、日本語

訳が定着していない学術用語は、原則として

活字体の原綴りで書く。 

6) 文献の記載方法は以下のとおりとする。

(1) 本文中に著者名、発行年次を括弧表示する。

① 著 者 が 1 名 の 場 合：（ 若 松 , 2002），

（Wakamatsu, 2002）

② 著 者 が 2 名 の 場 合：（ 若 松・ 河 田 , 

2002），（Wakamatsu & Kawada 2002）

③ 著 者 が 3 名 以 上 の 場 合：（ 若 松 ら , 

2002），（Wakamatsu, et al. 2002）［筆

頭著者名のみを記載し，「‥‥ら」，「‥‥ 

et al.」と記載する］

④ 文献が 2 編以上の場合：（河田 , 2001； 

若松 , 2002）［アルファベット順に記載］ 

⑤ 同一著者が同じ年に複数の論文を発表して

いる場合：（若松 , 2001a）［発行年次の

後に a, b, c‥‥を付けて区別する］

⑥ 翻訳本の場合： Nightingale(1860/2010）

［原書出版年とともに翻訳書出版年を併記す

る］

⑦著者名をアルファベットで表記する場合

は姓（ファミリーネーム）のみを記載：

（Nightingale, 1910）

(2) 文献は、英文献と和文献を分けずに、本文

末尾に著者名のアルファベット順に列記す

る。共著者は 3 名まで表記することとする。

① 著者が 1 名の場合：

　若松みどり（2002）．題名．‥‥‥ 

② 著者が 2 名および 3 名の場合：

　 若 松 み ど り， 河 田 あ お い， 新 宿 あ か ね

（2002）．題名．‥‥‥

③ 著者が 4 名以上の場合： 3 名まで記載し、

他とする

　若松みどり，河田あおい，新宿あかね，他

（2002）．題名．‥‥‥

④ 著者名をアルファベットで表記する場合は

姓（ファミリーネーム）を先に記載し，名

（ファーストネームおよびミドルネーム）

は先頭の文字のみを記載：         　　

　Nightingale, F.（1910）．題名．‥

⑤ 4 名以上の著者名をアルファベットで表記

する場合：3 名まで記載し et al. とする

　Wakamatsu, M., Kawada, M., Nightingale, F. 

et al.（2000）．題名．‥‥‥

(3) 文献情報の記載様式は以下のとおりとする。

【雑誌掲載論文】 

・著者名（発行年次）. 論文表題 . 掲載雑誌名 , 

号もしくは巻（号）, 最初のページ数−最

後のページ数 .  

【単行本】 

・著者名（発行年次）. 書名（版数）. 発行地 ,

出版社名 . 

・著者名（発行年次）. 論文表題 . 編者名 , 書

名（版数）. ページ数 , 発行地 , 出版社名 .  

【翻訳書】 

・原著者名（原書の発行年次）/ 訳者名（翻

訳書の発行年次）. 翻訳書の書名（版数）,

発行地 , 出版社名 . 

【オンライン版で、DOI のない場合】

・著者名 ( 年号 )．論文タイトル．収載誌名，

巻 ( 号 )，開始ページ - 終了ページ．URL

【オンライン版で、DOI のある場合】

・著者名 ( 年号 )．論文タイトル．収載誌名，

巻 ( 号 )，開始ページ - 終了ページ．doi：

DOI 番号

【Web ページなど、逐次的な更新が前提のコ

ンテンツを引用する場合】

・出版データのあとにカッコで括って検索日

を記載する。

7) 研究論文希望の場合には、300 words 前後

の英文抄録ならびに 800 字以内の和文抄録

を付ける。英文抄録は、表題、著者名、所属、

本文の順に記載する。 

7. 著者校正 

著者校正は 1 回までとする。大幅な加筆、修

正は認めない。 
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8. 著作権 

　著作権は本学会に帰属する。 

9. 著者が負担すべき費用 

1) 掲載料は原則として無料とする。 

2) 別刷はすべて実費を著者負担とする。 

3) 図表等、印刷上特別な費用を必要とした場合

は、著者負担とする。 

10. 投稿締切 

 　原則として、毎年 9 月 10 日を締切とする。 

 　但し、当日が休日にあたる場合はその前日を締

め切りとする。 

11. その他

　投稿にかかわる業務は、編集委員会が担当す

る。

　　　〒 162-8666 東京都新宿区河田町 8-1 

　　　　　　　東京女子医科大学看護学部内 

　　　東京女子医科大学看護学会編集委員会 

　　　　　　 E-mail: edit-nrc.bk@twmu.ac.jp  

12.  規程の改正

　本規程を改正する場合は、理事会の議を経るも

のとする。

 

附則 

この規程の改正は、平成 24 年 9 月 24 日から施

行する。 

この規程の改正は、平成 27 年 10 月 3 日から施

行する。

この規程の改正は、平成 31 年 4 月 1 日から施行

する。
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投稿論文チェックリスト 

 
投稿する前に下記項目を点検し■印を付け、投稿論文チェックリストを原稿とともにご提出くださ

い。不備がある場合には、投稿を受理しないことがあります。 
編集委員会宛にメールを送付しますと、投稿者には受け取りの返信が届きます。その後投稿受付が

完了しましたら担当者よりメールをお送りいたします。投稿後、2 週間たっても連絡がない場合は、

必ず編集委員会までお問い合わせください。 
 
□ 1. 原稿の内容は他の出版物にすでに発表、あるいは投稿されていない 
□ 2. 著者はすべて本学会員である 
□ 3. 原稿枚数は本文、文献、図表を含めて投稿規程の制限範囲内である 

（図表はA4用紙 1枚の大きさを 1,000字とする） 
□ 4. 倫理的配慮についてその内容が記載され、倫理委員会または動物実験倫理委員会の承認を受けて 

いる（倫理委員会名と承認番号を記載する） 
□ 5. 原稿はA4判横書きで、1行全角 35 字、1ページ 28行としている 
□ 6. 表紙には、次の内容が漏れなく記載されている 

□表題          □英文表題（すべて大文字） □著者名（ローマ字とも） 
□所属機関名（英文名とも）□図・表および写真等の枚数   
□キーワード（日本語、英語各々4語程度、英語はすべて小文字） 
□希望する原稿の種類   □別刷必要部数       □著者全員の会員番号 
□連絡先住所・電話番号およびFAX番号・E-mail アドレス 

□ 7. 本文原稿右欄外に図、表、写真の挿入希望位置を朱書きで示している 
□ 8. 文献の記載方法は投稿規程通りとなっている 
□ 9. 誤字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない 
□ 10. 句読点は「、」と「。」で統一されている 
□ 11. 研究論文希望の場合、800字以内の和文抄録、300 words 前後の英文抄録をつけている 
□ 12. 抄録には原則として、目的・方法・結果・結論の項目をつけ、それぞれにつき簡潔に述べている 
□ 13. 英文抄録と和文抄録の内容は合っている 
□ 14. 英文抄録はnative check を受けている チェック者・機関名              
□ 15. 投稿論文は次の内容に分けてファイルを作成し、電子メールに添付して提出する。ファイル名の

はじめに投稿者の姓を記入する（例：「山田 表紙」）。 
□表紙：通し番号はつけない。１ページ分を使用する 
□和文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。１ページ分を使用する 
□英文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。１ページ分を使用する 
□本文・文献：通し番号は第１ページから 
□表：ページ番号はつけず。１ページに１点とする 
□図：ページ番号はつけず。１ページに１点とする 

□ 16. メールの件名は「投稿者姓（例：山田） 東京女子医科大学看護学会誌投稿」とする 
□ 17. 表紙以外の原稿は氏名、所属、謝辞ほか投稿者を特定できるような個所について、網掛けする 

（編集委員会で確認後、塗りつぶし処理いたします） 
 
――――――――――――――――――――― 
以下は、再投稿時に点検してください。 
 
□ 18. 査読を受けた後の再投稿原稿は、原稿の修正箇所に下線等で明示してある。 
□ 19. 再投稿時は、修正対照表も提出する。 
 

以上 
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投稿論文チェックリスト 

 
投稿する前に下記項目を点検し■印を付け、投稿論文チェックリストを原稿とともにご提出くださ

い。不備がある場合には、投稿を受理しないことがあります。 
編集委員会宛にメールを送付しますと、投稿者には受け取りの返信が届きます。その後投稿受付が

完了しましたら担当者よりメールをお送りいたします。投稿後、2 週間たっても連絡がない場合は、

必ず編集委員会までお問い合わせください。 
 
□ 1. 原稿の内容は他の出版物にすでに発表、あるいは投稿されていない 
□ 2. 著者はすべて本学会員である 
□ 3. 原稿枚数は本文、文献、図表を含めて投稿規程の制限範囲内である 

（図表はA4用紙 1枚の大きさを 1,000字とする） 
□ 4. 倫理的配慮についてその内容が記載され、倫理委員会または動物実験倫理委員会の承認を受けて 

いる（倫理委員会名と承認番号を記載する） 
□ 5. 原稿はA4判横書きで、1行全角 35 字、1ページ 28行としている 
□ 6. 表紙には、次の内容が漏れなく記載されている 

□表題          □英文表題（すべて大文字） □著者名（ローマ字とも） 
□所属機関名（英文名とも）□図・表および写真等の枚数   
□キーワード（日本語、英語各々4語程度、英語はすべて小文字） 
□希望する原稿の種類   □別刷必要部数       □著者全員の会員番号 
□連絡先住所・電話番号およびFAX番号・E-mail アドレス 

□ 7. 本文原稿右欄外に図、表、写真の挿入希望位置を朱書きで示している 
□ 8. 文献の記載方法は投稿規程通りとなっている 
□ 9. 誤字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない 
□ 10. 句読点は「、」と「。」で統一されている 
□ 11. 研究論文希望の場合、800字以内の和文抄録、300 words 前後の英文抄録をつけている 
□ 12. 抄録には原則として、目的・方法・結果・結論の項目をつけ、それぞれにつき簡潔に述べている 
□ 13. 英文抄録と和文抄録の内容は合っている 
□ 14. 英文抄録はnative check を受けている チェック者・機関名              
□ 15. 投稿論文は次の内容に分けてファイルを作成し、電子メールに添付して提出する。ファイル名の

はじめに投稿者の姓を記入する（例：「山田 表紙」）。 
□表紙：通し番号はつけない。１ページ分を使用する 
□和文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。１ページ分を使用する 
□英文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。１ページ分を使用する 
□本文・文献：通し番号は第１ページから 
□表：ページ番号はつけず。１ページに１点とする 
□図：ページ番号はつけず。１ページに１点とする 

□ 16. メールの件名は「投稿者姓（例：山田） 東京女子医科大学看護学会誌投稿」とする 
□ 17. 表紙以外の原稿は氏名、所属、謝辞ほか投稿者を特定できるような個所について、網掛けする 

（編集委員会で確認後、塗りつぶし処理いたします） 
 
――――――――――――――――――――― 
以下は、再投稿時に点検してください。 
 
□ 18. 査読を受けた後の再投稿原稿は、原稿の修正箇所に下線等で明示してある。 
□ 19. 再投稿時は、修正対照表も提出する。 
 

以上 
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東京女子医科大学看護学会誌　査読委員一覧

青木　雅子 

池田　真理 

加藤　京里 

見城　道子 

小宮山陽子 

坂井　志麻 

笹原　朋代 

三條真紀子 

田中美恵子 

中田　晴美 

原沢のぞみ 

守屋　治代 

吉澤　裕世 

吉武久美子 

　　　　　（五十音順・敬称略）
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◆編集後記

　今年も無事、学会誌が発行されました。投稿いただいた皆様、査読の労を取られた皆様、編集委員会関係

者にお礼申し上げます。今年も査読者−執筆者間で真摯な応答が展開されました。一人の研究者の知は、言

語化され発信されて初めて世の中に残り、誰かの目に留まり時間をかけて発展していくことを想像します。

最近改めて意識したのですが、東京女子医科大学看護学部大東キャンパスの図書室玄関には、ヒポクラテス

の“VITA BREVIS, ARS VERO LONGA”（学術・芸術は長く人生は短し）との言葉が掲げられています。60 歳

を過ぎてようやく、この言葉の意味がわかってきたように思います。

　2020 年度から新しい編集委員会組織となります。今期の編集委員を代表して、お礼とともに学会誌のさ

らなる発展を祈念いたします。

編集委員長　守屋治代

編集委員会：
　委員長　守屋治代
　委　員　池田真理　菊池昭江　見城道子
　　　　　小泉雅子　加藤京里
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